
◆ 官公庁の医療政策 新聞 掲載面 掲載日

偏る医療 ○医師1万8000人不足 ○県内格差も 求むリハビリ・救急医 ○奨学金に地域枠 専門医育成見直し 朝日 6面 9.30

受動喫煙で年6800人死亡 ○厚労省推計 交通事故死上回る 朝日 38面 9.29

産科医800人不足 ○厚労省調査 朝日 夕16面 9.29

医師1.8万人不足 ○厚労省調査 地域・診療科に偏り 朝日 1面 9.29

看護師医療行為 8割実施の例も ○厚労省調査 ○業務拡大も前向き 朝日 夕2面 9.28

産婦人科・小児科 16年連続で減少 厚労省の全国病院調査。産婦人科は1294、小児科は2853施設(09年10月)。診療所は除く。 山日 3面 9.23

3医師免許取り消し ○(厚労省)医道審 医業停止など35人 毎日 22面 9.23

｢医療観光｣官民で推進 環境庁や国家戦略室が推進。国内医療の圧迫が懸念され、地域医療再生の課題もある。 山日 10面 9.20

熱帯雨林の有用微生物保全を支援
インドネシアに5年間で総額4億円。生物資源の原産国と利用国との利益配分ルールのモデルと
して、生物多様性条約第10回締約国会議で発表する。

読売 2面 9.20

80歳以上 800万人突破 ○総務省推計 ○65歳以上 総人口の23% 信毎 1面 9.20

医学部 新設の動き ○3私大 政府、容認検討へ 毎日 1面 9.19

｢さい帯血バンク｣存続の危機 全国11か所で2億円の赤字(日本さい帯血バンクネットワーク調査)。診療報酬増を要望。 読売 38面 9.17

全国健康保険協会 負担増の試算 全国健康保険協会管掌健康保険(協会けんぽ)は料率上げの試算を公表。年4300円増になる。 読売 2面 9.16

障害年金 遅れる支給決定 ○昨年度｢3ヵ月半｣達成1割 ○｢宙に浮いた記録｣で人手不足 朝日 1面 9.12

向精神薬問題 ○厚労省見直し 薬剤師がチェック ○脱｢薬頼み｣で対策 毎日 24面 9.10

ＨＩＶ感染者受診拒否の打開策 厚労省は、針刺し事故等の直後に服用するＨＩＶ防御薬を労災保険で負担する方針。 読売 37面 9.10

医療費払い戻し 見直し試算公表 (高額療養費制度見直しによる財源試算) 朝日 7面 9.9

工事業国保 不正加入で改善命令 厚労省方針。同組合が不正受給したと見られる数十億円の補助金も返還を求める。 読売 32面 9.9

ＨＴＬＶウイルス 官邸に特命チーム ○予防・治療の研究強化 朝日 7面 9.9

ストレス検査 企業に義務化を ○厚労省検討会が提言 ○メンタル対策 本人の保護配慮 朝日 5面 9.8

多剤耐性菌 実態調査へ ○厚労省 医療機関に対策要請 朝日 夕1面 9.7

外国人看護師 受け入れ環境の整備を 外国人の受験者も試験問題を理解できるよう見直された看護師国家試験だが、更なる改善策を。 読売 3面 9.7

◆ 大学の運営

技術移転機関(ＴＬО)に秋風 ○大学発特許→企業 清算・再編相次ぐ ○共同研究の深化必要 朝日 13面 9.18
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友だちづくり 大学が手助け ○前年秋合格 入学前の不安に対応 ○交流サイト導入 ○毎年3月に集い 朝日 夕11面 9.9

奨学金滞納 2600億円超す ○支援機構、回収進まず 朝日 38面 9.3

(社)｢国際観光医療学会｣発足 獨協医科大(栃木県壬生町)と日光東照宮の共同事業。｢医療ツーリズム｣の広がりへの対応。 読売 夕1面 9.2

◆ 病院の経営

米国の地方自治体 病院事業から撤退 借金の増大、医療保険制度改革法で見込まれるコスト増で。(ウォール ストリート ジャーナル) 読売 13面 9.1

◆ 臨床研修制度･研修医

研修医らに独自手当て ○旭川医大 ○診療報酬 改定増額分原資に 毎日 8面 9.14

◆ 再生医療

iＰＳで白血病治療 北海道大遺伝子病制御研究所がマウス実験に成功。日本癌学会で発表。 山日 21面 9.23

ＥＳ細胞(研究予算)で米連邦地裁 ○(米司法省の)執行延期を求める申し立てを却下 朝日 27面 9.10

マウス体内でラットの臓器 ○東大教授、iＰＳ細胞使い作製 (米科学誌セルに発表) 朝日 38面 9.3

◆ 臓器移植

心臓移植 生存率94% ○脳死判定100例目 ○基準なお議論 朝日 37面 9.30

脳死臓器提供に必要な情報公開 移植医療への信頼確保のために(仮)｢臓器移植版安全委員会｣等で検証、公開するのも一案。 読売 11面 9.22

｢小児にドナーを｣ ○心臓移植かなわず逝った娘 ○改正法施行2ヵ月 父｢関心持って｣ 毎日 22面 9.19

日本臓器移植ネットＨＰで拒否急増 移植ネットへの意思登録者は8月に過去最多の7270人。臓器を提供しないとした人は2%から10%へ。 読売 32面 9.7

脳死移植 承諾家族に心配りを
脳死移植が日常医療として定着することが期待されるが、提供を承諾した家族へのグリーフケ
アや臓器提供施設への支援システムの構築が欠かせない。

山日 2面 9.6

脳死移植 家族で話そう
○夫｢提供した家族のコメントに共感｣ 妻｢心臓は動いている。心の整理できるか｣
娘｢内臓はいいけど目は残してほしい｣

毎日 8面 9.6

1人から8人に臓器提供 東北地方の病院で家族承諾6例目の脳死移植。 千日 19面 9.5

◆ 予防医学

ワクチン・予防学 ○英国接種率95%の秘策 ○全診療所を毎月調査、報奨金の制度 ○福井県 台帳で効果 朝日 32面 9.16

ワクチン 重い個人負担 迷う親 ○任意接種・被害補償どこまで ○英国 国が購入し分配 朝日 29面 9.9

脳ドックで動脈瘤を発見した場合 大きさ(直径)と動脈の形状により手術か、経過観察かの判断を迫られる。 長日 7面 9.6

世界標準ワクチン打てず ○ヒブ感染 突然の死 ○｢後進｣日本、種類も量も不足 ○(予防接種被害)訴訟で国の役割縮小 朝日 32面 9.2

◆ 感染症

ケニアの診療所にエイズ患者続々 ○スラム住民｢逃げ出したい｣ 信毎 5面 9.18



◆ 新型インフルエンザ関連情報

ワクチン 今季は｢十分｣ ○料金 自治体により違い ○新型・季節性1本で対応 ○新型、春以降も集団発生散発 朝日 26面 9.22

早期投薬 死亡率に差 ○日本、｢48時間以内｣効果 朝日 38面 9.3

高い致死率の鳥インフル ○インドネシア(で)人(に)感染しやすく変異 (米CDCの専門誌｢新興感染症｣電子版で報告) 朝日 34面 9.1

◆ 産科・小児科

遊び通じ治療法説明
○小児患者支援の専門職 診療報酬外で、配置は全国で30カ所 ○不安和らげ闘病前向きに
○来年度、国内でも養成開始

毎日 15面 9.22

夜尿症 専門医で治す ○生活習慣見直し、投薬 ○親は励まし、学校と連携を 毎日 15面 9.19

無介助分娩は危険 ○日本助産師会が警告 ○分娩中の急変、産後の大量出血 対処できる施設で 東京 17面 9.18

助産師の卵 ホメオパシー必修 ○琉球大 来年度から中止へ 朝日 38面 9.17

ホメオパシー助産所1割 ○助産師会調査 ビタミン与えず ○ホメオパシー効能広告の疑い 都、販売会社立ち入り 朝日 35面 9.8

赤ちゃんのアトピー ○入浴は可能なら1日2，3回 湯船はぬるめに よく泡立てて手で洗おう 朝日 28面 9.5

◆ 治療法・薬

17歳、初経が来ない (１５歳を過ぎても初経がなければ、婦人科の受診を) 朝日 31面 9.30

多発性骨髄腫に新治療薬 ○｢レブラミド｣胎児への安全確保が課題 ○闘病5年 効果実感 ○使用条件見直しも 朝日 31面 9.30

けいれん性発声障害 ○脳に異常 声帯開かず ○声帯の緊張ゆるめる注射や、手術で筋肉摘出も 毎日 13面 9.29

遺伝子で決まる治療戦略 (肺がん 喫煙者はＫＲＡＳ遺伝子、非喫煙者はＥＧＦＲ遺伝子の異常が原因) 毎日 13面 9.29

軟骨無形成症 ○可能性あっても手術はもういい(低身長への対症療法はあるが患者は手術を断った) 朝日 25面 9.29

日本発医療技術・器具 導入遅れる ｢補助人工心臓｣など。日本の承認審査体制の問題が大きい。 読売 18面 9.28

線維筋痛症 太極拳の効用 (ニューイングランド医学誌に掲載) 朝日 3面 9.27

声帯萎縮 ○声出して声帯鍛えて 朝日 3面 9.27

日本大板橋病院｢脳の健康外来｣ ストレス多い現代人は、脳を休ませることが大事 千日 9面 9.26

心臓バイパス手術 第3の方法 ミニポンプアシスト方式と呼ばれ、拍動したまま少ない量の血液を循環させ手術を行う。 千日 13面 9.25

難病の薬 ｢ドラッグ・ラグ｣の壁
｢ニーマン・ピック病Ｃ型｣には｢ミグルスタット｣という薬、｢尿素サイクル異常症｣にも欧米で
は効果の高い薬が承認されたが、日本では使えない。

読売 17面 9.24

がんから死生をみつめる ○イレッサが効く仕組み 毎日 15面 9.22

薬物依存は脳の病気 ○｢意志弱い｣バッシングするが ○専門家・国の支援が必要 東京 26面 9.22

ガンマナイフ 脳の病気を切らずに治
療

放射線をメス代わりに使う先端的な脳神経外科手術。体の負担が少なく、急速に普及。 山日 10面 9.20



脳梗塞は再発に備えを 梗塞を起こしていても日常生活に支障のない無症候性脳梗塞もある。 長日 7面 9.20

食道がん 飲酒と喫煙が危険因子。定期的に内視鏡検査を。 長日 7面 9.20

脳ドッグで脈絡叢腫瘍の疑い 成人で無症状なら、慌てず医師と相談の上、経過観察を。 読売 13面 9.19

バイオシミラー 薬代が安くなる？ バイオ医薬品におけるジェネリックのようなもので、国内ではまだ2品目。 産経 25面 9.19

スイス企業の高リン血症治療薬 ○キッセイが販売権取得 信毎 8面 9.18

大腿骨転子部骨折 ○骨粗しょう症の治療も大切 朝日 34面 9.12

後鼻漏 ｢粘膜注射療法｣で軽減 ｢鼻腺｣という鼻水の出る組織が異常増殖し、鼻水が過剰に出てのどに下り違和感がある。 山日 13面 9.6

狭心症の衝撃波療法 手術不要で痛みもなし。重症の狭心症患者に対する治療が高度医療に承認。 山日 13面 9.6

帯状疱疹 発疹後の痛みに警戒を ｢帯状疱疹後神経痛｣は痛みが3ヶ月以上続く場合など。ペインクリニック等専門医に相談を。 長日 7面 9.6

｢胎児治療｣ 胎児の不整脈 妊婦が抗不整脈薬を静脈注射したり、内服したりすることで、一部が胎盤を通過して効果を発揮。 読売 夕9面 9.2

変形性ひざ関節症 手術法と費用 手術は重症者の選択肢。関節鏡手術、人工関節手術、骨きり手術など。 読売 夕9面 9.2

子宮筋腫の再発 (治療は？) 朝日 32面 9.2

◆ 危機管理

｢院内感染｣制圧になお努力 日本看護協会が認定する感染管理認定看護師(1000人)に病棟運営も含めた十分な権限付与を。 山日 2面 9.20

国立大施設 急げ耐震化 強度不足は235万㎡(東京ドーム50個分)。国立大の多くは広域避難場所に指定されている。 読売 35面 9.20

医のインド 耐性菌繁殖 ○海外の患者 手術に続々 ○抗生物質の販売野放し ○病院、安価で高水準 ○薬局、規制を守らず。 読売 3面 9.19

耐性菌はなぜ生まれる 細菌が抗菌薬に合わせて対抗する能力を進化させてきた。 読売 17面 9.19

都健康長寿センター 睡眠導入剤紛失 ｢レンドルミン｣34,000錠。女性薬剤師の自宅等から5,600錠が見つかった。 読売 38面 9.16

帝京大で34人目死者 (多剤耐性細菌アシネトバクターによる院内感染) 朝日 37面 9.15

郵便不正事件 大物逮捕に威信かける 大阪地検特捜部検察官による構図組み立て、調書主義による誤認逮捕。 山日 22面 9.12

新規抗菌薬 候補ゼロ ○国内の現状 専門家報告 ○耐性との戦い｢危機的｣ 信毎 1面 9.12

広がる多剤耐性菌 ○対応遅れで地域医療に影響 信毎 4面 9.12

多剤耐性菌の出現 どう予防するか 抗菌薬を多く使う中で、耐性菌が生き残り広がった。接触感染が主で手洗い等の励行が有効。 産経 30面 9.12

院内感染 都が昨年、帝京大指導 ○防止策研修 参加率低く 毎日 25面 9.11

帝京大、10年前から検出 ○耐性アシネトバクター 朝日 34面 9.11

帝京大病院捜査に医師会が抗議声明 (警視庁の捜査に抗議する声明) 毎日 25面 9.11

多剤耐性アシネトバクター菌 厚労省研究班の全国主要病院へのアンケート(今春)で、92施設(12％)に検出例があった。 山日 29面 9.11



石綿建材 砕石業者混入を確認 ○神奈川県 自治体検査初 ○環境省など 混入防止を業界に通知 東京 1面 9.10

バンコマイシン耐性腸球菌 ○日大病院で46人感染 うち14人死亡 ○保健所には通報 東京 1面 9.10

九大病院で新型耐性菌 ○(多剤耐性肺炎桿菌)米国から持ち込みか 朝日 34面 9.10

(多剤耐性アシネトバクター院内感染)
帝京大病院 感染対策 専従者置かず

○調査委員｢未熟な体制｣ ○体制に穴 菌拡大 ○公表遅れ対策後手に ○人手不足 情報届かず 朝日 34面 9.9

帝京大病院 耐性菌感染実は53人 ○新規入院・救急自粛 ○転院後死亡例も 朝日 夕1面 9.8

多剤耐性菌 都内2ヶ所でも感染 ○世田谷・板橋 計3人死亡か ○｢院内感染と考えない｣世田谷・有隣病院 朝日 夕13面 9.8

帝京大病院 厚労相視察時、説明せず ○院内感染｢公表はＨＰで｣ 朝日 34面 9.8

多剤耐性菌 広がり ○(日本化学療法)学会調査 病院6割で緑膿菌 ○アシネトバクター報告義務化 朝日 1面 9.8

希薄な院内感染への危機意識 院内感染対策の医師は余計な仕事を増やすと嫌がられる現状。医療ツーリズムの関与も心配。 読売 3面 9.7

新型耐性菌 国内初検出 ○獨協医大 インド帰国患者から ○健康な人にも影響、欧州で死者も 朝日 1面 9.7

(多剤耐性菌)感染死亡 周知されず ○(業務上過失致死の疑いを視野に)帝京大病院警視庁聴取へ 朝日 33面 9.5

(多剤耐性菌)最初の死者 昨年10月 ○後手後手 帝京大病院 ○対策着手まで半年 信毎 27面 9.4

多剤耐性菌9人死亡 ○帝京大病院 46人院内感染 ○抗生剤 ほぼ効かず ○国内での拡大 要警戒 朝日 1面 9.4

◆ 医療事故･訴訟

原爆症３疾病ほぼ却下 ○厚労省４～６月 放射線と関係認めず 朝日 35面 9.22

手術ミスで死亡(自衛隊横須賀病院) 陸尉は左椎骨動脈の解離性動脈瘤で手術を受けたが、動脈を間違える医療過誤で死亡した。 読売 34面 9.20

｢つめ切除｣事件 逆転無罪判決 ○看護師の説明不足指摘 朝日 38面 9.17

｢つめ切除｣逆転無罪 ○福岡高裁 看護行為と認定 ○供述調書｢誘導の疑い｣ ○医療ケア 司法判断に難しさ 朝日 夕15面 9.16

ヒヤリ・ハット事例 24万件 (財)日本医療機能評価機構のまとめ。統計を取り始めた05年以降過去最多を更新し続ける。 読売 31面 9.1

｢弘前大、受精卵管理に過失｣ ○不妊治療夫婦が提訴 朝日 33面 9.1

◆ 介護

認知症フォーラム ｢あきらめない～最新医療と社会の支え～｣ 読売 29面 9.28

高額介護サービス費 介護保険も｢高額療養費｣と同様払い戻し制度がある。｢高額医療・高額介護保険合算療養費制度｣もあ読売 16面 9.26

｢訪問看護｣ 介護でも医療でも 介護保険はケアマネージャーに相談。医療保険は主治医、訪問看護ステーション等に相談を。 読売 17面 9.24

｢ケアラー｣を支える法制度を ○自殺や虐待などの介護の悲劇をなくすには 毎日 9面 9.23

介護保険 課題重く
○進む高齢化 遅れる職員待遇改善 ○負担増｢もはや限界｣ ○見直し 11月に結論
○特養ホーム 整備半ば ○(要介護)認定制度 不満の声も

毎日 3面 9.10



末期がん介護認定 ○即時対応の連携や運用を 朝日 15面 9.7

認知症専門の在宅療養支援診療所 ｢こだまクリニック｣(東京都品川区)では認知症以外の病気も診察、治療する。 読売 16面 9.7

介護職員 2025年には2倍必要？ 介護職の人材確保には給与等の待遇改善やそれに見合う高い専門性も必要だが、課題も多い。 読売 13面 9.7

◆ 地域医療

東金九十九里地域医療センター(千葉) 医療分野では全国初の新設独立行政法人の設立。千葉大と連携し医師確保。 千日 17面 9.30

低水準 医師・看護職員数(千葉) 千葉県医療実態調査で人口10万人あたりの県内の医師数、看護職員数ともに全国45番目。 千日 1面 9.20

銚子市立病院 精神科外来患者を救う
病院休止で行き場のない患者は1,100人。借金5000万円で、09年に｢銚子こころクリニック｣を開院
した院長の仙波恒雄さんは、定期的に患者の自宅を訪問し入院に至らないケアを進める。

読売 30面 9.19

こども病院の分娩施設(千葉) 異常新生児の搬送に伴うリスクなどのデメリット解消のため、来年度オープンを目指す。 千日 1面 9.14

がん患者発｢ホスピス｣設置(山口) 地域病院への｢ホスピス・緩和病棟｣設置は目的達成。次は｢がん患者サロン｣の充実。 読売 16面 9.14

ＭＲＳＡ感染(千葉) 国保小見川総合病院で感染者2人が確認。院内感染が疑われる。 読売 33面 9.10

在宅緩和ケア(千葉県) 千葉県がん対策推進計画の一環でがんセンターに｢在宅緩和ケア支援センター｣を開設。 千日 18面 9.9

働き盛り、早期発見に成果(千葉) ○国立がん研究センター東病院｢日曜新患外来｣ ○受診(した人)の2割(がんと診断)、多くは初期 朝日 31面 9.8

工業団地に病院(千葉)
○東金市と九十九里町の地域医療センター ○進出企業｢反発｣ 市長に20項目の要望書提出も
○｢業務に支障は…｣根強い不信感

朝日 31面 9.7

医療機関と地域 連携を(岐阜) ○木曽でシンポ 講演や討論 ○住民からの提言も ｢現場知ることが大事｣ (シンポ概要 県HPに掲載) 信毎 23面 9.6

県立7病院 赤字が縮小(千葉) がんセンターやこども病院などの外来収益が増加。 千日 1面 9.6

医師確保策 即効性欠く(山梨) 将来的な医師確保策の修学資金制度は利用があるものの、即戦力は確保できていない。 山日 1面 9.5

輝く貢献 対がん協会賞受賞(千葉)
○県内でがん検診一筋・林学さん ○半世紀近く 予防や早期発見めざし活動
○受診拡大 第一線で支える

朝日 32面 9.3

過疎地の医療 島に先生が来た(広島) 島民約310人の阿多田島の悲願は常勤医。広島県のHP｢ふるさとドクターネット広島｣で紹介。 読売 夕1面 9.2

◆ 医学・医療・科学情報

放送大学、ネットでも (大学の講義情報を無償で公開する取り組みの一環。http://ocw.ouj.ac.jp/) 朝日 夕16面 9.29

中国製風邪薬 ヤミ販売 ○薬事法違反容疑 輸入雑貨店員逮捕へ ○不法滞在者ら顧客か 朝日 夕17面 9.29

高額治療患者を支援 ○慢性骨髄性白血病｢闘病の一助に｣ ○来月から基金(ＮＰО法人血液情報広場・つばさ) 毎日 29面 9.29

急げ 虐待乳幼児受け入れ態勢確保 入所者数が読めず自治体は増設に慎重。入所率の基準が90%(04年度より)でゆとりがない。 読売 3面 9.27

疲れを唾液で測定 ○ヘルペスウイルスの量に注目 ○1年以内に実用化へ 毎日 14面 9.24

閉経後の乳がん 体重増ほど高リスク ○東北大准教授ら調査　(日本癌学会で発表) 毎日 24面 9.24

私たちは香りで味わっている 講演｢おいしさの科学－私たちは香り(匂い)で味わっている｣で｢香り｣について解説。 読売 27面 9.24



生活保護190万人突破 180万人を超えたのは昨年12月。多い順に大阪、東京、北海道。受給世帯数は137万世帯。 山日 21面 9.23

若い骨髄で血管も若返り ○ラット実験に成功 愛媛大などチーム　(米医学誌電子版に掲載) 毎日 24面 9.23

大人用おむつ需要増 ○外出時の尿漏れ対策 ○09年生産50億枚 5年で1.5倍 毎日 8面 9.23

老人ホーム 解約で大損？ ○厚労省 平均余命で算出の指針 ○業者しっかり見定めて 朝日 21面 9.21

高まる要求 疲れる医師 ○｢悩み同じ｣パイロットとシンポ 朝日 23面 9.21

がんの補完代替医療

○健康食品の効果 乏しい根拠 ○｢心に空白 のめり込む｣ ○45%利用 効果実感22% ○大阪大に相
談窓口 (●厚生労働省の研究班 http://www.shikoku-cc.go.jp/kranke/cam/index.html
●がんの補完代替医療ガイドブックhttp://web.kanazawa-u.ac.jp/~med67/guide/index.html
●国立健康・栄養研究所 http://www.nih.go.jp/eiken/)

朝日 28面 9.21

血管 狙い通り作れた
○けが・心筋梗塞治療に期待 ○都臨床研、マウスで成功(米国循環器病学専門誌サーキュレー
ションに発表)

朝日 25面 9.21

乳がん用パッド 既製品になじめず ○｢欲しい商品｣患者が開発 ○つらい体験がヒット導く 山日 13面 9.20

糖尿病患者の3割が網膜症 米疾病対策センター(ＣＤＣ)などの研究チームが米医師会雑誌に発表。 山日 10面 9.20

乳房の幹細胞発見 米フレッド・ハンチントンがん研究センターのチームが専門誌に発表。 山日 10面 9.20

幹細胞で認知症を抑制 ○都老人研が成果 ○海馬に投与 ｢掃除｣促す 東京 21面 9.20

頭頸部がんにもコーヒー ○3杯で予防効果大 ○愛知県がん研が調査 (日本癌学会で発表) 東京 24面 9.20

四肢切断の仏男性 英海峡を横断 ○人工ひれつけ13時間 毎日 26面 9.20

合否テストだけじゃない (米国) ○人種・地域性…多角的に判断 ○選抜過程で学力底上げ ○(日本)ＡО・推薦、再考の時 朝日 15面 9.19

教育現場の情報通信技術(ITC)導入 シンポジウム｢デジタル時代の教育を考える｣(読売新聞社、文字・活字文化推進機構主催) 読売 22・23面 9.19

教育への公費 貧弱さ浮き彫り ○家計頼みの高等教育 ○まだ多い１学級の児童生徒数 ○教師の労働環境向上重要 毎日 17面 9.18

病人本位のスープ普及を ○病院食(のメニューにスープを根付かせる｢いのちのスープ運動｣) 朝日 21面 9.18

明細書で｢がん｣判明も 診療報酬改定で義務付けられたレセプト。告知を受けていない患者が病名を知る可能性も。 千日 13面 9.16

ホルムアルデヒド濃度 ○水道基準超え 雨水に　(日本分析化学会で発表) 朝日 10面 9.15

たんぱく質特定 病気解明に応用 ○狙ってつかむ半田ビーズ ○(半田ビーズを)磁石で引き寄せる ○新薬作りに威力 朝日 31面 9.14

長寿県1位は島根 ○37年首位の沖縄抜く ○全国100歳以上 4万4449人 ○今年度｢新100歳｣所在不明10人 毎日 1面 9.14

人工たんぱく質で有害金属判定 ヒ素とカドミウム、鉛の３種類。宇都宮大農学部の研究グループがオランダの専門誌に発表。 山日 14面 9.14

健保5235億円の赤字 ○09年度 加入者減で過去最悪 毎日 3面 9.11

女性も薄毛にご用心 ○20代の髪、昔より細く？ ○洗いすぎ、乾燥に注意 東京 夕2面 9.11

窒息のメカニズム解明へ
東京・武蔵野赤十字病院で｢嚥下ロボット｣を開発中。窒息で死亡した人は約4700人(08年)、今
後2年間で症例を集め、窒息時の状況を詳しく調べ予防対策に生かす。

山日 14面 9.11



電子たばこを吸ってみた
○ニコチン含まぬ液体 霧状に…雰囲気は近く ○｢使いきり｣紙巻きとほぼ同額…増税追い風？
○禁煙効果ＷＨО｢疑問｣ 品質問題の製品も ○来月値上げ…ＪＴ 売り上げ大幅減か

毎日 12面 9.10

米基地経由で研究費 ○多くの国立大が契約 ○ノーベル賞学者へも ○5000万ドル未満は無条件 朝日 27面 9.10

(9.11)グラウンド・ゼロは今 ○健康被害は依然深刻 ○ぜんそく、ＰＴＳＤ… 毎日 6面 9.10

秋の鼻水 花粉症かも ○主体は草花 川原、空き地避けて ○耳鼻科で原因特定を 毎日 13面 9.10

力士重体 ○(相撲協会)健康管理 十分か 毎日 17面 9.10

私立大から公立大へ転換し志願者増 公設民営方式で開校した高知工科大学。定員割れが続き県立大学へ転換。他に名桜大学等。 読売 14面 9.9

日本の教育予算 28カ国中最下位 ○ＯＥＣＤ調査 朝日 夕12面 9.8

コレステロール値の基準は？ 日本動脈硬化学会の基準値に対し、日本脂質栄養学会は基準値より高めが長生きと反論。 読売 29面 9.8

在宅支援診療所 在宅医をどう探す 24時間体制で往診をする制度で、現在約1万2000か所が登録。まずはかかりつけ医に相談。 読売 14面 9.8

労働現場の熱中症死 ４倍に ○昨夏8人→今夏33人 97年以降最多 朝日 34面 9.7

｢自死遺族｣ 現状と支援 自殺者は12年連続年間3万人超。｢自殺対策支援センター ライフリンク｣は遺族500人の声を聞く。 読売 17面 9.7

暑さ対策、湿度が大敵 日本生気象学会の熱中症指数(WBGT値)では、気温と湿度が高くなるほど熱中症のリスクが増す。 山日 11面 9.5

コレステロール値は高いほうが長生き 日本脂質栄養学会指針。高コレステロールを心臓病や脳卒中の危険要因とするのは｢不適切｣ 読売 31面 9.3

文部科学省予算 特別枠に10分野要望 ○はやぶさ２など 朝日 19面 9.3

片頭痛の遺伝子発見か (米科学アカデミー紀要電子版) 朝日 19面 9.3

におい区別するロボットを製作 ○東大、ガの触角から (米科学アカデミー紀要電子版に発表) 朝日 19面 9.3

デジタル遺産どうなる？ ○急死したら、メールは、ブログは ○相続サービス 米で拡大 朝日 1面 9.3

保健室でホメオパシー ○沖縄の養護教諭 生徒に砂糖玉 ○｢薬ダメと言われた｣生徒証言 朝日 39面 9.2

たばこを吸わなくても肺がん？ 非喫煙者の女性の肺がんは肺の外側にできる｢腺がん｣。だが、喫煙の高リスクは変わらない。 読売 33面 9.2

心の病気を抱える社員が増えた 20歳代で増。労務行政研究所は、若者に即戦力を求める企業が増えストレスにつながると分析。 読売 31面 9.1

熱中症、4万6千人搬送 (総務省消防庁 8月31日発表) 朝日 33面 9.1

◆ 本の紹介

自然の中で考える生と死 南木佳士著『先生のあさがお』：文芸春秋 1500円 毎日 5面 9.22

注記　１．信毎：信濃毎日新聞　　千日：千葉日報　　長日：長野日報　　山日：山梨日日　　夕：夕刊(その他の無記載は朝刊ないし日刊)　　　２．
著作権上、見出しのみ掲載できる場合は、○印の後に記載しております。　　　３．掲載見出しに補足した場合、補足部分を（　）で記載しておりま
す。　　　４．読売新聞、産経新聞の見出しは著作権等があり掲載記事の見出しとは異なるように配慮しております。　　　５．日本経済新聞、秋田さ
きがけ、河北新報の記事は著作権等があり掲載しておりません。　　　６．同一記事が複数の新聞で報道されている場合、可能な限り、最も詳しい内容
ないしは早い日付で報道されたものを掲載するようにしております。また、著作権を問題としない商業紙を優先し掲載しております。


